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High-zHigh-zにおける電離領域内のにおける電離領域内の LAEsLAEsの特徴の特徴
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研究背景研究背景

 初期宇宙の大きな問題として宇宙再電離がある初期宇宙の大きな問題として宇宙再電離がある
 宇宙再電離は宇宙再電離は z~11(Dunkley et al. 2009)z~11(Dunkley et al. 2009)からはじまりからはじまり

z~6z~6に終えたといわれているに終えたといわれている
 電離は・・・電離は・・・

電離領域
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研究背景研究背景 22

 宇宙再電離と宇宙再電離と LAEsLAEs
→→宇宙再電離を研究する方法の一つとして中性水素の存在宇宙再電離を研究する方法の一つとして中性水素の存在
量に敏感な宇宙再電離期の量に敏感な宇宙再電離期の LAEsLAEsを観測するを観測する

Shibuya et al.(2012)
2       3      4       5       6       7       8  
 

[redshift]
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研究内容研究内容

 z=6.6z=6.6の電離領域内外でのの電離領域内外での LAEsLAEsの等級を比較したの等級を比較した
 データはデータは Taniguchi et al. (2005)Taniguchi et al. (2005)のカタログを用いたのカタログを用いた
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Taniguchi et al. (2005)Taniguchi et al. (2005)

 Subaru/Suprime-CamSubaru/Suprime-Camでで z~6.6z~6.6のの LAEsLAEsを観測を観測
 領域は領域は Subaru Deep FieldSubaru Deep Field



6

Taniguchi et al. (2005) 2Taniguchi et al. (2005) 2

 Lyman BreakLyman Break法法
Lyman seriesLyman seriesによる吸収とによる吸収と IGMIGMの吸収によっておこるの吸収によっておこる
SEDSEDのブレークから特定ののブレークから特定の redshiftredshiftの天体を探す方法。の天体を探す方法。

 今回のカタログでは今回のカタログでは

                  z' – NB921 > 1.0z' – NB921 > 1.0

                  z' - NB921 > 3σz' - NB921 > 3σ
                  
                  NB921 < 26.0(5σ)NB921 < 26.0(5σ)

                  i' – z' > 1.3i' – z' > 1.3
　　　　

redshiftが約 6.6の天体
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電離領域の見積もり電離領域の見積もり

 StromgrenStromgren半径半径
→→HⅡHⅡ領域の半径領域の半径

 光度光度
    →    →銀河の銀河の SEDSEDモデルから計算モデルから計算
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電離領域の見積もり電離領域の見積もり 22

 恒星の種族合成法恒星の種族合成法
→→恒星の誕生するときの質量分布を仮定し、さまざまな質恒星の誕生するときの質量分布を仮定し、さまざまな質
量の恒星の量の恒星の SEDSEDの時間発展モデルを用いて銀河の星形成史の時間発展モデルを用いて銀河の星形成史
から銀河のから銀河の SEDSEDを再現すること。を再現すること。

    →    →本研究ではモデルの作成に本研究ではモデルの作成に GALAXEVGALAXEVを用いた。を用いた。

IMF Salpeter
SFH 1/τ×exp(-t/τ)
τ 1Gyr
年齢 1Gyr
金属量 0.02
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電離領域の見積もり電離領域の見積もり 33

 IGMIGMによる吸収による吸収
→→Madau et al.(1995)Madau et al.(1995)を使用を使用

z=4.5
z=3.5

z=2.5
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結果結果

 StromgrenStromgren半径半径
→→1.8~2.5[Mpc]1.8~2.5[Mpc]

電離領域内

電離領域外

[mag]
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考察考察

 電離領域外の電離領域外の LAEsLAEsは等級が小さい傾向にあるは等級が小さい傾向にある
→→中性水素による影響中性水素による影響

 電離領域が減れば電離領域が減れば
→→光度関数が変化する光度関数が変化する
→→Ota et al.(2008)Ota et al.(2008)、、 Kashikawa et al.(2006,2011)Kashikawa et al.(2006,2011)
      Ouchi et al.(2010)Ouchi et al.(2010)
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今後今後

 StromgrenStromgren半径をより正確に求める必要がある半径をより正確に求める必要がある
 他の領域、他の領域、 redshiftredshiftでも解析したいでも解析したい
 LAELAEの等級以外の特徴も調べたいの等級以外の特徴も調べたい
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以上です以上です
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